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図書舘への感想

1.学 生の声 ～私が図書館へ行 く目的は…～

看護学科2年 生 浜島 真咲

この短大に入学 したばか りのころは、看護の専門図

書が半数以上を占め一般図書が少 ししかないことに

近寄 りがたい雰囲気があった図書館も、今では毎日の

短大生活には欠 くことのできない場所 となって きた。

私が図書館に行 く主な目的は新聞を読むためである。

2年 生になったころから、私の周 りの友達が図書館の

新聞をよく読みに行 くようにな り、私もそれにつられ

て図書館へ行 く回数が増えてきた。図書館には朝日新

聞、毎日新聞、読売新聞、新潟日報、上越タイムスな

ど複数の新聞がある。私は自宅に新聞を取っているの

だが、他の新聞を読むのはまた楽 しいなと感 じている

自分の取 っている新聞にない面白い特集な どがある

と、つい夢中になって読んでしまう。「新聞なんて1

れない。しかし私は、面白くてためになるような情報

はできるだけ知っていたいという気持ちがあるので、

欲張 りだとは思うのだが1つ 自分の取ってない新 聞

を選んで読んでいるのである。

テス ト前などは勉強をしによく図書館へ行 く。その

時いつも思うことは開館時間がもう少 し長ければい

いのに、ということである。ここには参考図書が豊富

に揃っているということもあるし、静かで落ち着ける

雰囲気の図書館であるということもあって時間を忘

れて勉強に集中することができる。また、テス トが1

時間目からあるという時は、朝図書館で少しでも勉強

できればいいなと思うこともよくあるので、そこを少

し検討してもらえればと思っている。

つを しっか り読めば十分だ。」 という人もいるかもし

2.学 外者の声 ～図書館 の便利 な ところ～

私は、看護研究の資料集めで、6月 に初めて図書館

を利用 しました。 第一印象は、とても明るく静かで、

落ち着 く環境だと思いました。

実際に使ってみて、便利だと感 じたのは、図書館所

蔵検索端末が2台 設置されてお り、それがいつでも、

誰でも自由に開けることができる、ということです。

それも、ほとんど待つことな く、また簡単に出来るの

です。

県立中央病院看護婦 矢野 千春

日常の勤務を終えて、図書館へ行くには、早くても
6時 を過 ぎて しまうのです。そんな私たちには、6時

から7時 まで注の1時 間は、とても貴重な時間とな り

ます。検索をし、文献を探すまでスムーズで、集中し

て読む事がで きるこの図書館には とても感謝 してい

ます。

これか らも、大いに利用させてもらいたいと思いま

す。

注:平 日は午後7時30分(土 曜日は午後4時30分)ま で開館 しています。

と しょか ん あれ これ ～職 員 の雑 感 ～ カウンターから見て、図書館を上手に利用している学生

が多 くな りました。開館当初は、科 目試験、講義でのレポー ト提出等、与え られた課題についての学習・図

書館利用が 目立ちましたが、最近は入学後問もない1年 生か ら、自分の興味のあること・研究テーマを見つ

けて取 り組む学生が目立つようになりました。新しいシステムに替わ り、医中誌CD-ROM検 索も可能にな

り、文献検索、より詳しい情報の収集が可能にな りました。文

真摯な姿に接 し、こちらも質問された事、求め られている情報

確な情報を提供 し研究の手助けとなるよう努力したいと思い

書館には約780本 ものビデオが所蔵されています。専門ビデオ

のための食事療法やダンベル等の身体運動、マザーテレサや

と充実 しています。一度、閲覧した人が病みつきになる程(?)
一スが多いのも頷ずけます。一般利用者の方でビデオの閲覧の

られます。「百聞は一見に如かず」是非、ご覧下さい。

献を取 り寄せ研究する

について、よ り多 く正

ます。最後に一言。図

か ら、日常健康 づ くり

HNK特 集、多種多様

継続 して閲覧されるケ

ため来館される方もお

(N)



図露館は何が変わつたか ！?～新システムについて～
5月 下旬 に図書館システムは更新 され、いろんな ところが変わ りましたがそのすべてを皆 さんは ご存

知ではないはず。「ただパソコンが薄 くなっただけ じゃないか。」と思っている人も多いのではないで し

ょうか。いったい図書館の どこが変わったのか、目に見える部分 と見えない部分にわけて説明 します。

① 目に見える部分の変化

まず新 しくなったこ とが一 目瞭然なのはパ ソコ ン。液晶画面でス リ

ムに、OSがMS‐DOSか らWindowsへ 、利用者用検索端末は2台 に

増設 し、所蔵検索画面もシンプルでグラフィックにな りま した。 また

インターネッ トや医学中央雑誌のCD‐ROM検 索が可能にな り、検索

結果をプ リン トアウ トできるようにな りました。

所蔵検索方法が簡単(キ ーワー ド入力場所が一つ)で スピーディ(処

理速度の向上、検索台数の増設)か つ分か りやすい画面になったおか

げで操作法の質問をされる人や検索待ちの人数が減 りました。

またイ ンターネ ット、CD-ROMが 使えることで短時間で今 まで より

多 くの情報収集が可能にな り、学生か らの文献複写取 り寄せの申込み も少 しずつ出て きています。利用

者の学習 ・研究活動によ り役立つシステムへ と進歩 しました。

② 目に見えない部分の変化

文部省の学術情報 センターのNACSIS‐CATに 参加することにな りま した。 これは全国の大学図書館

や大学附属の研究機関な どと協力 して一つの 目録 を作 るとい う作業で、その 目録は“Webcat” という名

でインターネッ ト上で公開されています(http://webcat.nacsis.ac.jp/)。 そ こではある本や雑誌をどこの

大学が持 っているかを調べることができます。まだ参加 したばか りで当館の蔵書は登録 されてませんが、

いずれは図書館外か らの所蔵検索がインターネッ トを通 じて可能になるのです。(Y)

新システムの感想

医学中典維誌の文献険索が研究室でできるようになって 講師 渡辺 典子

研究活動において、文献検索は欠かせないもの

です。 このテーマの領域での

どの レベル まで研究が進んで

いるのだろうか?自 分の持っ

てい る問題意 識 は新 しい の

か?研 究の手法 は どんな もの

が とられてい るのだろ うか?

等、文献検索は、研究の道標を示 して くれるもの

です。 以前は、図書館の開館時間にあわせ、誰か

が使 っていれば使 うことがで きず、少 し休みたい

と思って もせ っか く来 たのだか らと無理 を した り

していま した。 しか し、この検索 を自分の研究室

に居なが らに してできる ということは、研究時間

のロス タイムを大 いにな くし、havingacupof

cofeeで 適 当に休みなが ら検索が可能 とい うごと

です。 こうなれば、研究活動 もよ りはかどるとい

うものではないで しょうか。

書評 『看護 のなかの死』

寺本松野 著 日本看護協会出版会 1998(請 求記 号:NO1.3‐Te53)

この本は昭和60年 に第1刷 に始 ま り、平成10年

には第16刷 発行 を数えている。

著者である寺本松野女 史は熊本で生まれ、看護婦

養成所を卒業 し、病院に勤務経験のある看護婦であ

る。そ して修道女でもある。別 に宗教的要素が云々

というこ とではない。この本の魅力は誰でも手軽に

読 めること、感動をよぶ こと、患者の死への過程 を

通 して読者に創造性 と思考能力を高めて くれること

にある。記されている内容は、がん末期患者を取 り

扱 ったものがほ とんどなので、がん患者の看護 と受

け とめがちであるが、著者はそれを記 しているので

はない と思う。 また、終末期看護 についてのみ述べ

ているとも思わない。登場はすべて一例である。結

核であった り、 胃がんであった りと様々な疾患が登

場 するが、人それぞれ顔が違うように個性をもちあ

わせた患者であ る。それが病床で様 々な人闇模様 を

助教授 山本 澄子

展開する。そこには決 して看護 と宗教に固執 して問い

かけているわけではない。読者の受けとめ(解 釈 も含

めて)は 自由裁量であ るが、ある場面での患者 と医療

従事者 との言葉の交わ し、患者の心の動 き ・態度 ・様

子、医療従事者の心の動 きと対応か ら、読者 に 「看 る」
「護 る」ことは どういうことなのかを考えて と寺本女

史は投 げかけていると感 じ受ける。一般の単行本のよ

うにス ラスラと読める本ではあるが、「真の看護」 を

追求 した一冊である。真摯 に思考させて くれる本で あ

る。

授業で扱っている面 白くも何 ともない堅い本は、将

来の看護専門職 を目指 す学生には、しっか り読んでほ

しい とは思っているが、時に息抜 きでこのような本 を

読み、物事を真正面か ら受けとめることがで き、かつ
「考える」ことのできる看護専門職者になってほ しい

と願 う。気軽に読めて思考能力 と感性 を与えて くれる

本書の一読をお奨めしたい。



図書館 利 用状 況

1学 外者の利用状況

当館は学外者も利用できる図書館です。1年 を通 じて学外者の利用が多いのは6月 で、今年の6月 は

特に多く、1ヶ 月の学外者数 としては過去最高の203人 の利用があ りました。また今年度に入っ

て平日(土 曜日を除く)の 開館日にはほぼ毎日、学外者の利用があります。

2利 用者別貸出回数(4月 ～7月)

図書館では毎月初めに統計処理を しています。

その中では1日 の中での利用状況 を見る“時間帯別貸出” という統計 も取っています。1ヶ 月間をま

とめて出 しているのですが、先月は午後4時 ～5時 までの間が最 も多 くな りました。



私 と 本

読書人のたまご
本は嫌いだ。そう思わざるを得な

かった第一の原因は、漢字が読めな

かったこと。あまりにも簡単な漢字

だったため、読み仮名がふってなか

ったらしい。その後、この看護短大

に入学したが、読まなければならな

い図書の多さに衝撃を受け、一瞬意

識が飛んだ。

さすがの読書嫌いな私でもレポ
ートの参考にと、本をいくつか借り

てみた。それ以来、私は本にはまっ

た。本を読んでいて、同じ行を繰り返し読み間違

えていても気付かなかった私にも、可能だったの

私が本を読むこと
私にと って 「本 を読む」 とは、様々なモ ノを与

えて くれる別の世界である。

与え てく れるモ ノは新 しい漢字、表 現方法など

の知識で あったり、想像力であった り

する。特に今までは、推理小説を読む

ことが多か ったので、テレビドラマを

みているよ うな気分で、そ して時 には

小説のなかの誰かになりき って読むこ

とがあ った。だから、私 にとっては、

テ レビよりも近いあこがれの世界なの

である。

看護学科2年 生 山 ロ 尚美

だと思えた時、読書との出会いが遅かった事に後

悔を感じた。

たとえ私のように、初めて全文を読み終えた本

が 「リング」「らぜん」であっても、読書が好きに

なってしまえば、「車輪の下」や 「道程」が最初で

あった人となんら変わらない。

本を読むことによって、多くの事を学ぶことも

あれば、心が癒されることも多い。本がその人の

人生観を左右するといっても過言では無いくらい、

読者が本から影響を受けることもある。本から受

ける可能性を広げることが、自分自身の視野を大

きくさせるように思った。

看護学科1年 生 藤巻 寿子

推理小説に限らず、本を読むことは様々な考え

方があることに気付かせてくれる。例えば、1つ

の事に対し、自分の考えは1つ だけでも別の方向

から考えれば、もっと違った考え方が

できるということなどである。

これを含めて、私がこれから学ばな

ければならないことが看護において

も社会においてもまだまだ沢山ある。

そのなかで、少しでも役立つ何かを

「本を読む」ことから手に入れること

ができたらすばらしいことだと思う。

寄贈図書一覧(平 成11年4月 ～8月)

下記の方々か ら寄贈いただきま した。あ りがとうございま した(敬 称略 ・寄贈 日順)

新潟中央短期大学、学術情報センター、内田玲子事務局、長寿社会センター、王承云(非 常勤講師)、

千葉県医療技術大学校図書館、石川清博、東北大学医療技術短期大学部、千葉県立衛生短期大学図書館、

母子愛育会、新潟県国民健康保険団体連合会、日本レーザー医学会公開討論会事務局、古川素子(非 常

勤講師)、上越教育大学、新潟大学、新潟県看護協会、東北電力、ブリティッシュカウンシル英国留学

情報室、国際協力事業団

編集 後 記

今回は利用者の声を特集 して、日頃図書館に対 して思っている事を学生 と学外の方にそれぞれ1名 ず

つ代表 して書いていただきました。職員が再起不能 となるような厳 しい意見が寄せ られなかったので少

しほっとしました(ま だそこまで期待されていないのかもしれませんが)。検索端末 を増や したこ とが

早速効果 として現れているようで嬉 しいです。

これか らも“静かで落ち着いた雰囲気” を保持できるよう目を光 らせてい きますので、皆 さん もご協

力をよろ しくお願い します。また、開館延長以外 にも図書館へのご意見ご要望があ りました らど しどし

お寄せ ください。電子メールでも受付ます。tosyo@niigata-cn.ac.jp(Y)


